
（３）農薬の使用方法

○だいず（殺菌剤）
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1 チオファネートメチル トップジンＭ水和剤 種子重量の0.5% 播種前（種子粉衣） 1 ○

700～1500倍 収穫14日前まで 4 ○

1 チオファネートメチル トップジンＭ粉剤ＤＬ 4kg/10a 収穫14日前まで 4 ○

1 ベノミル ベンレート水和剤 1000～2000倍 収穫前日まで 4 ○

乾燥種子重量の0.5% 播種前（種子粉衣） 1 ○

21 シアゾファミド ランマンフロアブル 1000～2000倍 収穫7日前まで 3 ○ ○

種子重量の1～2%（原液） 播種前（種子塗沫） 1 ○

3 ジフェノコナゾール プランダム乳剤２５ 3000～5000倍 開花後～収穫7日前まで 2 ○

無人ヘリコプター　16～24倍，0.8L/10a 開花後～収穫7日前まで 2 ○

3 シメコナゾール サンリット水和剤 1000～2000倍 収穫14日前まで 2 ○

M1 塩基性硫酸銅32 Ｚボルドー 500倍 - - ○

M3 チウラム キヒゲン 乾燥種子重量の1% 播種前（種子粉衣） 1 ○

M3 チウラム キヒゲンＲ－２フロアブル 乾燥種子1kg当たり原液20mL 播種前（塗沫処理） 1 ○

10/1
ジエトフェンカルブ／チオファネー
トメチル

ゲッター水和剤 乾燥種子重量の0.5% 播種前（種子粉衣） 1 ○

1000倍 収穫14日前まで 3 ○

1000～2000倍 収穫14日前まで 4 ○

無人航空機 8～16倍, 0.8L/10a 収穫14日前まで 4 ○

27/11 シモキサニル／ファモキサドン ホライズンドライフロアブル 2500倍 収穫7日前まで 3 ○

27/40
シモキサニル／ベンチアバリカルブ
イソプロピル

ベトファイター顆粒水和剤 2000～3000倍 収穫7日前まで 2 ○

M1/- 硫酸銅／生石灰 ４－８式ボルドー液 ※Ⅸ参考資料7を参照 - - ○ ○

M3/1 チウラム／チオファネートメチル ホーマイ水和剤 種子重量の0.5% 播種前（種子粉衣） 1 ○

M3/1 チウラム／ベノミル ベンレートＴ水和剤２０ 乾燥種子重量の0.2～0.4% 播種前（種子粉衣） 1 ○

1000倍 収穫14日前まで 2 ○

無人航空機8倍 0.8L/10a、16倍　1.6L/10a 収穫14日前まで 2 ○

400～600倍 収穫45日前まで 3 ○

無人航空機
５倍、1.6L/10a

収穫45日前まで 3 ○

M03 マンゼブ ペンコゼブ水和剤 400～600倍 収穫45日前まで 3 ○

3000～4000倍 収穫前日まで 3 ○

無人航空機
24～32倍、0.8L/10a

収穫前日まで 3 ○

注）同名の剤であっても農薬会社によっては登録内容が異なることもあるので，使用する際は農薬の容器（袋）のラベルを確認する。

10/1 ジエトフェンカルブ／ベノミル ニマイバー水和剤

53(B7) ピリダクロメチル フセキフロアブル

●無人航空機による散布を追加

U16 テブフロキン トライフロアブル 

M03 マンゼブ ジマンダイセン水和剤


